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「施政方針」
3月定例市議会が2月26日から3月23日まで開かれ
ました。村岡市長は、「平成27年度施政方針」を述
べました。今回は、その一部を抜粋してお知らせ
します。

　

本
市
で
は
、
今
年
1
月
に
人
口
が
2
万
人

の
大
台
を
割
り
込
み
ま
し
た
。
一
方
で
、
道

の
駅
え
び
の
で
は
、
2
月
7
日
、
オ
ー
プ
ン

以
来
の
来
場
者
が
１
０
０
万
人
を
超
え
ま
し

た
。
市
内
農
家
民
泊
で
も
、
利
用
者
数（
平

成
26
年
度
）が
４
０
０
人
を
超
え
る
な
ど
、

交
流
人
口
は
順
調
に
増
大
し
、
地
域
活
性
化

の
息
吹
を
感
じ
る
種（
シ
ー
ズ
）が
育
っ
て
き

て
い
ま
す
。

　

本
市
の
財
政
状
況
は
厳
し
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。
今
後
は
、
社
会
経
済
状
況
の
変
化
に

対
応
し
う
る
、
強
固
な
財
政
基
盤
を
築
い
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
目
指
す
都
市
像
で

あ
る「
大
自
然
と
人
々
が
融
合
し
、『
新
た
な

力
』が
躍
動
す
る
ま
ち
え
び
の
」を
、
市
民
の

皆
さ
ん
と
共
に
実
現
し
て
い
く
た
め
に
は
、

事
業
の「
選
択
と
集
中
」を
進
め
、「
え
び
の

市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
本
部
」を
中

心
に
、
人
口
減
少
対
策
、
定
住
対
策
、
交
流

人
口
の
拡
大
対
策
な
ど
、
未
来
に
つ
な
が
る

施
策
を
積
極
的
に
展
開
し
て
い
か
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
平
成
27
年
度
予

算
は
、市
民
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捉
え
な
が
ら
、

国
の
地
方
創
生
に
係
る
関
連
事
業
を
積
極
的

に
活
用
し
、
定
住
の
促
進
と
人
口
減
少
の
抑

制
を
図
る
た
め
、
引
き
続
き「
定
住
・
交
流

人
口
の
増
加
」を
最
重
要
課
題
に
位
置
付
け
、

平成 27 年度

｢

ふ
る
さ
と
新
興『
結
い
の
ま
ち
創
造
』予
算
」

と
し
て
編
成
し
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
度
の
主
な
重
点
施
策
は
、
都
市

部
で
の
移
住
相
談
事
業
、
移
住
希
望
者
に
対

す
る
体
験
ツ
ア
ー
事
業
、
住
宅
取
得
支
援
事

業
、
Ｕ
タ
ー
ン
者
の
住
宅
改
修
支
援
事
業
お

よ
び
川
原
教
職
員
住
宅
跡
地
の
宅
地
整
備
事

業
等
の「
Ｕ
・
Ｉ
・
Ｊ
タ
ー
ン
に
よ
り
人
口

を
増
や
す
施
策
」。
第
3
子
以
降
の
保
育
料

無
料
化
事
業
、
新
婚
世
帯
家
賃
助
成
事
業
、

保
育
士
確
保
事
業
、
病
後
児
保
育
事
業
等
の

「
子
ど
も
を
産
み
育
て
や
す
い
施
策
」。
道
の

駅
え
び
の
を
活
用
し
た
情
報
発
信
・
Ｐ
Ｒ
事

業
、
え
び
の
高
原
で
の
ア
ウ
ト
ド
ア
イ
ベ
ン

ト
事
業
、
矢
岳
高
原
で
の
バ
イ
ク
ト
ラ
イ
ア

ル
事
業
お
よ
び
農
家
民
泊
推
進
事
業
等
の

「
交
流
人
口
を
増
や
す
施
策
」の
3
つ
に
な
り

ま
す
。

■
新
た
な
活
力
を
生
む
産
業
づ
く
り

　

農
業
の
振
興
で
は
、
担
い
手
の
確
保
や
安

心
・
安
全
な
農
畜
産
物
の
生
産
拡
大
、
農
家

所
得
の
向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

農
産
園
芸
の
振
興
で
は
、
オ
リ
ー
ブ
等
の

果
樹
産
地
拡
大
や
イ
チ
ゴ
、
ピ
ー
マ
ン
等
の

振
興
品
目
の
ブ
ラ
ン
ド
構
築
に
向
け
、
支
援

し
て
い
き
ま
す
。

　

畜
産
の
振
興
で
は
、
規
模
拡
大
や
農
家
所

得
の
向
上
を
め
ざ
し
、
肥
育
牛
確
保
対
策
事

業
や
中
小
家
畜
生
産
農
家
対
策
事
業
等
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

商
工
業
の
振
興
で
は
、
地
元
消
費
の
拡
大

お
よ
び
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、

国
の
経
済
対
策
の
柱
と
し
て
創
設
さ
れ
た

「
地
域
住
民
生
活
等
緊
急
支
援
交
付
金
」に
よ

る
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
発
行
事
業
を
実

施
し
ま
す
。

　

企
業
誘
致
で
は
、
県
と
連
携
し
な
が
ら
、

市
の
環
境
や
地
理
的
優
位
性
が
生
か
せ
る
企

業
に
的
を
絞
り
、
効
率
的
な
誘
致
活
動
の
展

開
に
努
め
ま
す
。
新
た
な
工
業
団
地
の
造
成

で
は
、
地
元
説
明
会
の
開
催
や
関
係
機
関
と

の
調
整
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

観
光
の
振
興
で
は
、
自
然
景
観
、
歴
史
・

文
化
、
温
泉
な
ど
多
様
な
観
光
資
源
の
情
報

を
効
果
的
に
発
信
し
、魅
力
の
向
上
を
図
り
、

交
流
人
口
の
拡
大
に
努
め
ま
す
。

■
活
力
に
つ
な
が
る
環
境
づ
く
り

　

ま
ち
づ
く
り
で
は
、
新
た
な「
え
び
の
市

過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
」の
策
定
に
取
り

組
み
ま
す
。
都
市
計
画
道
路
は
、
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
の
整
合
性
を
図
り
な
が

ら
、
市
街
地
拡
大
の
収
束
等
の
社
会
情
勢
に

合
わ
せ
た
都
市
計
画
道
路
の
見
直
し
に
取
り

組
み
ま
す
。

定
住
・
交
流
人
口
の
増
加
を
最
重
要
課
題
に

ふ
る
さ
と
新
興
『
結
い
の
ま
ち
創
造
』
予
算

■
志
と
郷
土
愛
を
持
つ
人
づ
く
り

　

学
校
教
育
の
充
実
で
は
、「
30
人
学
級
」を

引
き
続
き
実
施
し
、
徹
底
し
た
学
力
向
上
、

一
人
ひ
と
り
の
能
力
や
個
性
に
応
じ
た
教
育

と
地
域
に
貢
献
す
る
人
材
の
育
成
を
目
指
し

ま
す
。

　

県
立
飯
野
高
等
学
校
の
支
援
事
業
で
は
、

「
給
付
型
奨
学
金
支
援
事
業
」「
学
力
向
上
等

支
援
事
業
」「
通
学
支
援
事
業
」等
を
新
設
。

市
内
唯
一
の
県
立
飯
野
高
等
学
校
の
存
続
に

向
け
た
取
り
組
み
を
実
施
し
ま
す
。　

■
誰
も
が
元
気
健
康
の
ま
ち
づ
く
り

　

健
康
づ
く
り
の
推
進
で
は
、
市
民
誰
も
が

心
身
と
も
に
健
康
で
い
き
い
き
と
暮
ら
し
て

い
け
る
よ
う
に
、
疾
病
の
予
防
、
早
期
発
見
、

早
期
治
療
お
よ
び
重
症
化
予
防
に
重
点
を
置

い
た
事
業
を
展
開
す
る
と
と
も
に
、
市
民
自

ら
が
積
極
的
に
心
と
体
の
健
康
づ
く
り
に
取

り
組
め
る
よ
う
に
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

■
協
働
と
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

　

市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
で
は
、「
え
び

の
市
協
働
推
進
指
針
」に
基
づ
き
、
協
働
体

制
の
確
立
と
市
民
団
体
活
動
の
拠
点
と
な
る

市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
の
活
動
を
充
実
し

て
い
き
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
対
策
で
は
、
子
ど
も
を
安
心

し
て
産
み
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
整
備

を
進
め
る
た
め
、
施
設
整
備
と
病
後
児
保
育

サ
ー
ビ
ス
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

保
育
士
の
確
保
を
す
る
た
め
、
人
材
バ
ン

ク
を
設
置
し
、
市
内
保
育
所
等
へ
の
就
職
内

定
者
に
支
度
金
を
貸
与
す
る
な
ど
、
待
機
児

童
の
早
期
解
消
に
努
め
ま
す
。

　

子
育
て
世
帯
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、

幼
稚
園
や
保
育
所
に
通
う
第
３
子
以
降
の
子

ど
も
の
保
育
料
の
無
料
化
を
図
り
ま
す
。

　

高
齢
者
福
祉
事
業
で

は
、
地
域
全
体
で
高
齢
者

の
自
立
生
活
を
支
え
合

い
、
住
み
な
れ
た
地
域
で

安
心
し
て
居
宅
生
活
が
続

け
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

　

福
祉
タ
ク
シ
ー
事
業

は
、
対
象
者
の
要
件
を
緩

和
し
、
よ
り
利
用
し
や
す

く
し
ま
す
。

　

地
域
防
災
力
の
向
上
で
は
、
住
民
一
人
ひ

と
り
が
、
日
ご
ろ
か
ら
自
主
防
災
の
意
識
を

も
っ
て
地
域
の
安
全
を
考
え
、
災
害
が
発
生

し
た
場
合
に
も
的
確
に
対
処
で
き
る
よ
う
な

支
援
等
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

■
生
活
環
境
づ
く
り

　

定
住
対
策
を
、
最
も
重
要
な
施
策
に
位
置

付
け
、
各
分
野
に
わ
た
り
横
断
的
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。
大
都
市
圏
で
の
移
住
相
談

会
の
開
催
に
加
え
、
本
市
の
魅
力
を
直
接

知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
移
住
体
験
ツ
ア
ー
を

実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
引
き
続
き
、
新
た
に
住
宅
を
新
築
、

購
入
し
た
人
に
対
し
て
支
援
を
行
い
、
Ｕ

タ
ー
ン
者
向
け
の
住
宅
改
修
支
援
や
新
婚
世

帯
家
賃
助
成
を
行
う
な
ど
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

【特集】平成 27 年度施政方針・当初予算

■
計
画
の
実
現
に
向
け
て

　

限
ら
れ
た
人
員
・
財
源
の
中
で
効
率
的
か

つ
効
果
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や
、
社
会
環

境
の
変
化
に
対
応
し
、
中
長
期
的
に
持
続
可

能
な
行
財
政
運
営
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
財
源
を
確
保

す
る
た
め
に
、
納
税
相
談
な
ど
を
強
化
し
て

納
期
内
完
納
を
推
進
、
税
負
担
の
公
平
性
の

観
点
か
ら
滞
納
整
理
等
の
法
的
手
続
き
を
適

正
に
運
用
し
、
適
正
課
税
と
収
納
率
の
向
上

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

以
上
、
私
の
市
政
運
営
に
対
す
る
所
信
の

一
端
を
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
第
5
次
え

び
の
市
総
合
計
画
の
着
実
な
推
進
に
向
け

て
、
市
民
の
皆
様
と
一
体
と
な
り「
大
自
然

と
人
々
が
融
合
し
、『
新
た
な
力
』が
躍
動
す

る
ま
ち
え
び
の
」の
実
現
に
向
け
、
各
種
施

策･

事
業
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
、
さ
ら
な
る
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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市税
18 億 160 万 6 千円

（15.6％）

繰入金
12 億 5,368 万 7 千円

（10.8％）

諸収入
2 億 6,301 万 9 千円

（2.3％）

その他
3 億 4,089 万 2 千円

（3.0％）

災害復旧事業費
9,971 万 8 千円

（0.8％）

・

・

・

地方交付税
38 億 4,889 万 1 千円

（33.3％）

国庫支出金
18 億 753 万 2 千円

（15.7％）

県支出金
8 億 7,863 万 1 千円

（7.6％）

市債
9 億 6,136 万 7 千円

（8.3％）

その他
3 億 8,937 万 5 千円

（3.4％）

総額
115 億

4,500 万円

総額
115 億

4,500 万円

扶助費
23 億 9,854 万 6 千円

（20.8％）

人件費
21 億 6,180 万 2 千円

（18.7％）

公債費
7 億 7,305 万 9 千円

（6.7％）

普通建設事業費
14 億 4,131 万 9 千円

（12.5％）

繰出金
12 億 1,758 万円

（10.5％）

補助費等
10 億 9,129 万 2 千円

（9.5％）

その他
6 億 8,047 万円

（5.9％）

物件費
16 億 8,121 万 4 千円

（14.6％）

自主財源 36 億 5,920 万 4 千円（31.7％）

義務的経費 53 億 3,340 万 7 千円（46.2％）

その他の経費 46 億 7,055 万 6 千円（40.5％） 依存財源 78 億 8,579 万 6 千円（68.3％）

投資的経費 15 億 4,103 万 7 千円（13.3％）

平成 27年度当初予算
一般会計予算は、115 億 4,500 万円です

■市民一人あたりの予算額（一般会計）
※ 3 月 1 日現在、住民基本台帳で算出。

■会計別予算の状況
会　　計 27 年度 26 年度 増減率

国民健康保険特別会計 40 億 8,085 万円 36 億 9,700 万 9 千円 10.4％

後期高齢者医療特別会計 6 億 5,173 万 9 千円 6 億 4,152 万 4 千円 1.6％

介護保険特別会計 31 億 5,974 万 9 千円 30 億 4,721 万 2 千円 3.7％

水道事業会計 7 億 4,519 万 5 千円 7 億 8,743 万 8 千円 △ 5.4％

病院事業会計 9 億 7,046 万 9 千円 12 億 3,449 万円 △ 21.4％

１人あたり約 550,837 円

１世帯あたり約 1,147,614 円

　

平
成
27
年
度
の
一
般
会
計
当
初
予
算
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
一
般
会
計
予
算
の

総
額
は
、
歳
入
、
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

１
１
５
億
４
５
０
０
万
円
で
す
。
平

成
26
年
度
当
初
予
算
と
比
較
す
る
と
、

6
億
２
８
０
０
万
円
、
率
に
し
て
約
5
・

8
％
の
増
額
予
算
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
予
算
の
財
源
割
合
は
、自
主
財
源（
市

税
な
ど
、自
主
的
に
収
入
で
き
る
財
源
）
が
、

■一般会計目的別歳出の状況

31
・
7
％
、
依
存
財
源
（
国
や
県
か
ら
の
交

付
金
・
支
出
金
や
、
市
債
に
よ
る
財
源
）
が
、

68
・
3
％
と
な
っ
て
お
り
、
依
存
財
源
の
割

合
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
出
予
算
の
主
な
事
業
内
容
に
つ
い
て

は
、
来
月
「
わ
か
り
や
す
い
予
算
書
」
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

問
市
財
政
課
財
政
係

☎
35
‐
１
１
１
１
（
内
線
３
８
１
）

■
用
語
の
説
明

歳
入

【
自
主
財
源
】
市
税
な
ど
、
自
主
的
に
収

入
で
き
る
財
源
。

【
依
存
財
源
】
国
や
県
に
よ
り
決
定
さ
れ

た
額
を
交
付
さ
れ
た
り
、
割
り
当
て
ら
れ

た
り
す
る
財
源
。

【
地
方
交
付
税
】
地
方
公
共
団
体
が
等
し

く
そ
の
行
う
べ
き
事
務
を
遂
行
で
き
る
よ

う
、
一
定
の
基
準
に
よ
り
国
を
通
じ
て
交

付
さ
れ
る
お
金
。

【
国
庫
支
出
金
】
国
か
ら
地
方
自
治
体
に

支
出
さ
れ
る
補
助
金
や
委
託
金
。

【
市
債
】
市
が
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
行
う

時
、
借
り
入
れ
る
お
金
。

歳
出

【
義
務
的
経
費
】
そ
の
支
出
が
義
務
付
け

ら
れ
、
任
意
に
削
減
す
る
こ
と
が
困
難
な

経
費
。

【
投
資
的
経
費
】
そ
の
支
出
が
建
物
、学
校
、

道
路
な
ど
、
資
産
形
成
に
向
け
ら
れ
る
経

費
。

【
扶
助
費
】
法
令
に
基
づ
き
、
被
扶
助
者

に
支
出
さ
れ
る
経
費
。

【
人
件
費
】
市
職
員
給
与
、
市
議
会
議
員
・

各
種
委
員
報
酬
な
ど
の
経
費
。

【
公
債
費
】
市
が
借
り
入
れ
た
お
金
の
償

還
金
。

【
普
通
建
設
事
業
費
】
道
路
、
橋
り
ょ
う
、

学
校
、
庁
舎
な
ど
公
共
用
施
設
の
新
設
や

改
修
に
要
す
る
経
費
。

歳　出 歳　入

科目 27 年度 26 年度 増減率 科目 27 年度 26 年度 増減率

議会費 1 億 6,524 万 8 千円 1 億 5,393 万 3 千円 7.4％ 土木費 9 億 9,774 万 7 千円 6 億 7,267 万 9 千円 48.3％

総務費 16 億 2,981 万 2 千円 15 億 7,145 万 4 千円 3.7％ 消防費 4 億 8,438 万 6 千円 4 億 4,473 万 8 千円 8.9％

民生費 39 億 6,751 万 8 千円 38 億 8,963 万 7 千円 2.0％ 教育費 12 億 964 万 4 千円 8 億 1,096 万 6 千円 49.2％

衛生費 9 億 6,626 万 4 千円 12 億 1,620 万 6 千円 △ 20.6％ 災害復旧費 1 億 3,000 万 5 千円 1 億 5,696 万 4 千円 △ 17.2％

労働費 883 万円 744 万 8 千円 18.6％ 公債費 7 億 7,305 万 9 千円 8 億 400 万円 △ 3.8％

農林水産業費 8 億 4,336 万 9 千円 8 億 2,767 万 5 千円 1.9％ 予備費 3,022 万 6 千円 3,051 万 1 千円 △ 0.9％

商工費 3 億 3,889 万 2 千円 3 億 3,078 万 9 千円 2.4％ 合計 115 億 4,500 万円 109 億 1,700 万円 5.8％

・

【特集】平成 27 年度施政方針・当初予算
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新
し
い
組
織
体

制
で
ス
タ
ー
ト

平
成
27
年
4
月
1
日
付
で
、
市
職
員
の
人
事
異
動
が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
27

年
度
の
ス
タ
ー
ト
に
あ
た
り
、
新
副
市
長
や
新
規
採
用
職
員
を
紹
介
し
ま
す
。

4 月 1 日、辞令を受けとる新規採用職員

新規採用職員の抱負や自己アピールを紹介します。（①氏名、②配属先、③抱負）
 新規採用職員を紹介します

　

平
成
27
年
4
月
1
日
付
で
、新
副
市
長
に
、

杉
元
真
一
副
市
長
が
就
任
し
ま
し
た
。
ま

た
、
新
規
採
用
職
員
8
人
（
男
6
人
、
女
2

人
）
を
迎
え
、３
０
０
人
体
制
と
な
り
ま
す
。

そ
の
う
ち
、
市
立
病
院
で
は
、
整
形
外
科
医

の
黒
沢
治
医
師
と
大
窪
由
紀
子
薬
剤
師
を
迎

え
、
新
た
な
体
制
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
医

療
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
の
市
役
所
の
組
織
は
、
防
災

対
策
、
地
域
安
全
対
策
、
基
地
対
策
な
ど
に

柔
軟
か
つ
機
動
的
に
対
応
す
る
た
め
、基
地
・

防
災
対
策
課
を
設
置
。
ま
た
、
福
祉
業
務
の

統
一
を
図
る
た
め
、
長
寿
介
護
課
で
行
っ
て

い
た
高
齢
者
福
祉
に
関
す
る
業
務
を
福
祉
事

務
所
に
移
管
し
、
長
寿
介
護
課
は
、
課
名
を

「
介
護
保
険
課
」
に
変
更
し
ま
し
た
。

　

市
の
業
務
に
関
す
る
見
直
し
に
つ
い
て

は
、
行
政
改
革
に
関
す
る
業
務
を
財
政
課
か

ら
総
務
課
に
移
管
し
、
男
女
共
同
参
画
に
関

す
る
業
務
を
市
民
協
働
課
か
ら
総
務
課
に
移

管
し
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
度
か
ら
の
取
り
組
み
と
し
て
、

市
と
宮
崎
県
で「
職
員
の
人
事
交
流
」を
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
職
員
の
資
質
向
上
と

相
互
理
解
の
推
進
の
た
め
に
行
っ
て
い
る
も

の
で
す
。
市
か
ら
は
、
有
川
恵よ

し
か
ず一
主
事
（
前

福
祉
事
務
所
）
を
宮
崎
県
観
光
推
進
課
に
派

遣
し
ま
し
た
。
ま
た
、
実
務
研
修
と
し
て
、

竹
原
雄
太
主
事
（
前
財
政
課
）
を
宮
崎
県
市

町
村
課
に
派
遣
し
ま
し
た
。
派
遣
期
間
は
そ

れ
ぞ
れ
1
年
で
す
。

【
人
事
に
関
す
る
こ
と
】

問
市
総
務
課
人
事
係

☎
35
‐
１
１
１
１
（
内
線
３
１
２
）

【
組
織
再
編
に
関
す
る
こ
と
】

問
市
総
務
課
行
政
係

☎
35
‐
１
１
１
１
（
内
線
３
１
１
）

昭和 53 年にえびの市役
所に入所。学校教育課長、
議会事務局長、総務課長
兼選挙管理委員会事務局
長などを歴任

 杉
すぎ

 元
もと

 真
しん

 一
いち

副市長

○
副
市
長
新
任
の
あ
い
さ
つ

　

3
月
の
市
議
会
で
ご
同
意
を
い
た
だ

き
、
4
月
1
日
付
け
で
副
市
長
を
拝
命

し
ま
し
た
。
身
に
余
る
光
栄
と
存
じ
ま

す
が
、そ
の
責
任
の
重
大
さ
を
痛
感
し
、

身
の
引
き
締
ま
る
気
持
ち
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　

約
37
年
の
間
、
市
職
員
と
し
て
、
私

を
育
て
て
い
た
だ
い
た
大
恩
あ
る
、
え

び
の
市
の
市
勢
発
展
の
た
め
、
村
岡
市

長
に
ご
指
導
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
補

佐
役
と
し
て
、
ま
た
職
員
と
心
を
一
つ

に
し
、
与
え
ら
れ
た
責
務
を
全
う
し
て

ま
い
り
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
指

導
、
ご
鞭べ

ん
た
つ撻
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

①竹下卓也（たけしたたくや）

②税務課

③市民の皆さんには、明るく
笑って接していきたいです。一
日でも早く、市民の皆さんに
頼られる職員になりたいです。

①神﨑理愛（かんざきりえ）

②健康保険課

③ひとつの仕事からたくさん
のことを学びたいです。学ん
だことを市民の皆さんにしっ
かりと還元していける職員に
なりたいです。

①黒沢 治（くろさわおさむ）

②市立病院（医師）

③赴任前は、日向市の病院で
働いていました。一日でも早
くえびの市に慣れ、少しでも
多くの患者さんの役に立てる
診療を行っていきます。

①大迫竜也（おおさこたつや）

②介護保険課

③仕事を早く覚えて、市民の
皆さんの役に立ちたいです。
わからないことは同僚に聞
くなどして仕事を覚えてい
きたいです。

①稲留航平（いなどめこうへい）

②財産管理課

③笑顔であいさつをするこ
とを心がけています。常に、
市民の皆さんのために何が
できるかを考えて行動して
いきます。

①大窪由紀子（おおくぼゆきこ）

②市立病院（薬剤師）

③赴任前は、調剤薬局で働
いていました。できるだけ
窓口に立ち、患者さんの質
問や疑問に答えるよう心が
けています。

①遠目塚 元（とおめつかげん）

②市民環境課

③窓口業務を担当することに
なりました。笑顔での対応は
もちろん、市民の皆さんが相
談などをしやすい対応を心が
けていきます。

①木下真吾（きしたしんご）

②市立病院（看護師）

③患者さんには、いつも笑顔
での対応を心がけていきます。
患者さんをしっかりサポート
し、一日でも早く信頼される
看護師を目指します。



9  Ebino City Public Relations, 2015.4 8広報

CIVIC NEWS
市政ニュース

　

市
で
は
、
新
コ
ー
ナ
ー
と
し
て
、

広
報
え
び
の
4
月
号
か
ら
、
絵
は

が
き
を
添
付
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
市
民
に
え
び
の
市
の

魅
力
を
再
認
識
し
て
も
ら
う
こ

と
と
、
実
際
に
絵
は
が
き
を
使
っ

て
も
ら
う
こ
と
で
、
え
び
の
市
の

P
R
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
に

始
め
た
も
の
で
す
。

　

絵
は
が
き
に
は
、
地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
廣
澤
隊
員
が
、
都
市
生

活
者
の
視
点
で
、
え
び
の
市
の

魅
力
を
撮
影
し
た
写
真
を
使
用

し
て
い
ま
す
。
写
真
は
、
え
び
の

市
の
魅
力
を
写
真
で
紹
介
す
る
、

「
E
b
i
n
o
c
o
l
o
r
s（
え

び
の
カ
ラ
ー
ズ
）」
か
ら
選
定
し

て
い
ま
す
。

　

添
付
す
る
絵
は
が
き
は
、
3
枚

で
す
。偶
数
月
に
発
行
す
る
広
報

え
び
の
の
真
ん
中
の
ペ
ー
ジ
（
4

月
号
は
P

12
～
P
13
）
に
差
し
込

ん
で
あ
り
ま
す
。絵
は
が
き
の
裏

に
は
、
え
び
の
市
の
イ
ベ
ン
ト
情

報
な
ど
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。ぜ

ひ
、
活
用
く
だ
さ
い
。

問
市
企
画
課
情
報
係

☎
35
‐
１
１
１
１（
内
線
４
５
１
）

加久藤地区の朝日

岡松地区から眺める霧島連山

絵
は
が
き
で
え
び
の
を
P
R

え
び
の
市
の
魅
力
発
信
に
活
用
く
だ
さ
い

　

市
で
は
、「
元
気
で
思
い
や
り

の
あ
る
子
を
育
て
る
ま
ち
え
び

の
」
を
基
本
理
念
に
、
市
民
一
人

ひ
と
り
が
子
ど
も
た
ち
を
支
え
、

協
働
し
な
が
ら
子
育
て
支
援
の
で

き
る
ま
ち
づ
く
り
に
平
成
17
年
度

か
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
4
月
か
ら
は
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
、
え
び
の
市
で
子
ど

も
が
健
や
か
に
育
ち
、
保
護
者
が

安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
よ
う

な
環
境
や
支
援
を
強
化
・
充
実
す

る
た
め
、
子
育
て
支
援
の
新
た
な

取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。
そ
の
内

容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

地
域
の
子
育
て
支
援
を
充
実

平
成
27
年
度
か
ら
子
育
て
支
援
の
新
た
な
取
り
組
み
が
ス
タ
ー
ト

第 3 子以降の保育料を無料化

ファミサポが利用しやすく

児童クラブの利用料金免除制度

えびの市保育士人材バンクを設置

○子育て支援の新たな取り組み

第 3 子以降の児童の保育料を無料にします。
【対象児童】保護者が養育、監護している当該世帯の

第 3 子以降の児童
【要件】①保護者と対象児童が、市内に住民登録があ

り、現に居住していること。※単身赴任等特別な事
情がある場合を除く
②保護者が所得税または市県民税の申告をしている
こと。

【支給方法】毎月保育料を納入してもらい、年度末に
納入済み保育料を補助金として支給（年度内に転出
する場合は、転出する当月か翌月に支給）

【申請方法】
［保育所・認定こども園］所定の申請書に記入のうえ、

必要書類を添えて市福祉事務所へ提出
［幼稚園］在園する幼稚園にある申請書に記入のうえ、

必要書類を添えて幼稚園へ提出
［保育所・認定こども園は］
問市福祉事務所子育て支援係☎ 35-1111（内線 267）

［幼稚園は］
問市学校教育課教育係☎ 35-1111 （内線 413）

ファミリー・サポート・センターは、子育ての支援
をしたい人（おたすけ会員）と子育ての援助を受け
たい人（お願い会員）が会員となって、お互いに子
育てを助け合う組織です。
4 月 1 日以降の利用から、子ども 1 人１時間あたり、
平日 500 円（基準額）だったものが 200 円、土・日、
祝日 600 円（基準額）だったものが 300 円で利用で
きます。※兄弟姉妹など複数の児童を預ける場合は、
利用料金は 1 人につき基準額の半額
問えびの市ファミリー・サポート・センター（社会
福祉協議会内）☎ 35-3120

放課後児童クラブの利用料金の免除制度を設けまし
た。利用料金の免除には、申請が必要です。

【対象世帯】「生活保護法に基づく生活扶助を受けて
いる世帯」「就学援助の認定を受けている世帯」「そ
の他市長が特に認める世帯」

【免除額】3,000 円（月額）
※おやつ代等は、免除になりません。

【申請方法】所定の申請書に記入のうえ、市福祉事務
所へ提出
申・問市福祉事務所子育て支援係
☎ 35-1111（内線 267・269）

市内の保育所および認定こども園での就労を希望す
る人を支援し、保育の担い手を確保するため、「えび
の市保育士人材バンク」を設置しました。
登録情報は、保育所等の施設長から依頼があった場
合に提供し、各施設が求職者に連絡します。

【登録方法】市福祉事務所にある登録申込書に記入の
うえ、市福祉事務所へ提出
○保育士へ就職支度金を貸与
同人材バンク登録者で、市内の保育所、認定こども
園への就職が内定し、以下の①②に該当しない場合
は、就職準備等の支度金を貸与します。
①市内の保育所等の保育士として勤務していた人で、
自己都合等により退職した日から市内保育所等採用
予定日までに 1 年を経過しない人
②市内保育所等での勤務の期間が 3 年以上見込めな
い人※市内に住民登録がない人も対象となります。

【貸与額】100,000 円（無利子）
※ 3 年間勤務した場合は、支度金の返還を免除
問市福祉事務所子育て支援係
☎ 35-1111（内線 267・269）

市
内
で
の
新
築
等
を
支
援

え
び
の
市
住
宅
取
得
定
住
促
進
支
援
金
交
付
事
業

　

市
で
は
、
定
住
を
促
進
す
る
こ

と
で
人
口
減
少
を
抑
制
す
る
と
と

も
に
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図

る
た
め
、
自
己
の
居
住
を
目
的
に

住
宅
を
初
め
て
新
築
ま
た
は
新
規

購
入
す
る
場
合
に
そ
の
経
費
の
一

部
を
2
回
に
分
け
て
交
付
す
る

「
住
宅
取
得
定
住
促
進
支
援
金
交

付
事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

支
援
金
額
、
交
付
要
件
、
交
付

対
象
者
は
、
左
表
の
と
お
り
で
す
。

【
申
請
方
法
】

　

対
象
住
宅
を
取
得
し
た
日
か
ら

1
年
以
内
に
必
要
書
類
等
を
そ
ろ

え
、
初
回
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

　

交
付
申
請
書
の
様
式
等
は
、
市

財
産
管
理
課
窓
口
で
配
布
す
る
ほ

か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w

w
.city.ebino.lg.jp/

）
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

●
そ
の
他
、
交
付
方
法
・
交
付
申

請
の
時
期
お
よ
び
添
付
書
類
等
の

詳
細
は
、
市
財
産
管
理
課
住
宅
係

ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
市
財
産
管
理
課
住
宅
係

☎
35
‐
１
１
１
１

（
内
線
３
４
３
・
３
４
４
）

●住宅取得支援金額
支援金額 限度額 交付要件

住宅取得費の 10％
50 万円 市内業者を利用した場合
30 万円 市外業者を利用した場合

※ 住宅取得費に土地代は含まれません。

●加算額
支援金の種類 支援金額 限度額 交付要件

移住加算金 30万円 1世帯
30万円

平成26年4月1日以降
に移住してきた者

住宅取得者子
育て加算金 1人×10万円 20万円 中学生以下の被扶養

者1人につき加算

●交付対象者
①平成26年4月1日以降に住宅を新築または購入し、引き続
き5年以上本市に居住する意思がある者

②市内に他の住宅を有しない者

③2人以上の家族で世帯を構成する者

④居住地の自治会に加入した者

⑤市税等の滞納がない者

⑥火災、事故または公共工事に係る保険金または補償金等
による住宅取得者ではないこと
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CIVIC NEWS
市政ニュース

市
に
新
た
な
指
定
企
業

市
指
定
企
業
証
交
付
式

　

市
で
は
、
え
び
の
市
大
字
小
田

で
、
自
動
車
貨
物
運
送
業
を
営
む

有
限
会
社
扶
桑
物
流
を
新
た
に
市

指
定
企
業
に
指
定
し
ま
し
た
。3

月
26
日
、
市
役
所
で
、
市
指
定
企

業
証
交
付
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
社
は
、
市
が
平
成
24
年
11
月

12
日
に
、
え
び
の
市
に
誘
致
。
え

び
の
市
を
拠
点
に
南
九
州
地
域
で

の
物
流
の
強
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
指
定
を
受
け
、
市
の
指

定
企
業
は
、
19
社
に
な
り
ま
す
。

市
で
は
、
今
後
も
企
業
立
地
の
際

の
負
担
の
軽
減
や
、
立
地
後
の

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
に
努
め
、
企
業

誘
致
を
積
極
的
に
進
め
て
い
き
ま

す
。

　

交
付
式
で
、
佐
藤
賢
太
所
長
は
、

「
え
び
の
市
の
立
地
条
件
は
、
最

高
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
さ
ら
に

取
り
引
き
先
を
増
や
し
て
い
く
予

定
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
労
働

力
の
確
保
が
必
要
で
す
。今
後
は
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
な
ど
で
従
業
員
を

募
集
す
る
予
定
で
す
。興
味
の
あ

る
方
は
、
ぜ
ひ
、
扶
桑
物
流
で
働

い
て
み
ま
せ
ん
か
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

指定企業証を受け取る佐藤所長（中央）高原さん（右）

新
婚
世
帯
の
家
賃
を
助
成

4
月
か
ら
申
請
の
受
付
開
始

　

市
で
は
、
新
婚
世
帯
の
市
内
へ

の
定
住
促
進
と
民
間
賃
貸
住
宅
の

活
用
を
図
る
た
め
、
市
内
の
民
間

賃
貸
住
宅
に
居
住
す
る
新
婚
世
帯

に
対
し
て
、
家
賃
の
一
部
を
助
成

し
ま
す
。

【
補
助
対
象
者
】

平
成
27
年
4
月
1
日
以
後
に
婚
姻

し
、
申
請
す
る
日
が
、
婚
姻
日
か

ら
1
年
以
内
で
、
左
表
の
要
件
す

べ
て
に
該
当
す
る
新
婚
世
帯

【
申
請
方
法
】

市
企
画
課
に
あ
る
申
請
書
を
記
入

の
う
え
、
戸
籍
謄
本
・
世
帯
全
員

の
住
民
票
・
市
税
等
の
滞
納
が
な

い
こ
と
を
証
す
る
書
類
・
賃
貸
借

契
約
書
の
写
し
・
住
宅
手
当
支
給

証
明
書
を
添
付
し
て
、
市
企
画
課

政
策
係
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
申
請
期
間
】

随
時
、
受
け
付
け

※
平
成
28
年
度
以
降
引
き
続
き
助

成
を
受
け
る
場
合
は
、
当
該
年
度

の
4
月
末
日
ま
で
に
申
し
込
み
を

行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

問
市
企
画
課
政
策
係

☎
35
‐
1
1
1
1（
内
線
３
２
１
）

※環境基準（昭和 46 年環境庁告示 59 号）の類型指定は
河川Ａ類型 ( 川内川に流入する河川も含む )
※検査前日の天候（雨）により大腸菌群数が増えること
があります。

　

私
た
ち
が
共
有
す
る
貴
重
な
財

産
で
も
あ
る
河
川
。
市
で
は
、
河

川
の
環
境
保
全
の
た
め
に
水
質
検

査
を
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。

　

検
査
場
所
は
、
市
内
の
７
か
所

で
す
。
分
析
で
は
、
５
項
目
（
Ｐ

Ｈ
＝
水
素
イ
オ
ン
濃
度
、
Ｄ
Ｏ
＝

溶
存
酸
素
量
、
Ｂ
Ｏ
Ｄ
＝
生
物
化

学
的
酸
素
要
求
量
、
Ｓ
Ｓ
＝
浮
遊

物
質
量
、
大
腸
菌
群
数
）
の
検
査

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
合
併
処
理
浄
化
槽
の

普
及
啓
発
を
図
る
こ
と
で
、
河
川

の
生
活
排
水
処
理
対
策
を
行
い
、

河
川
の
汚
濁
防
止
に
努
め
て
い
ま

す
。

　

各
家
庭
で
も
生
活
排
水
汚
濁
防

止
に
心
が
け
、
私
た
ち
の
共
有
す

る
貴
重
な
財
産
で
も
あ
る
河
川
の

環
境
保
全
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

※
検
査
結
果
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
環
境
美
化
の
目
安
と
し
て
く
だ

さ
い
。

※
基
準
値
以
上
の
箇
所
に
つ
い
て

は
、
何
ら
か
の
罰
則
規
定
等
が
あ

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
市
民
環
境
課
生
活
環
境
係

☎
35
‐
１
１
１
１
内
線（
２
８
５
）

河
川
水
質
検
査
結
果
を
公
表

守
ろ
う
貴
重
な
水
資
源

●検査結果（検査日：平成 27 年 2 月 9 日）

【要件】

【助成金額】　上限 10,000 円（月額）

【助成期間】最長 36 月間

項目 pH DO BOD SS 大腸菌群数

単位 － mg/L mg/L mg/L MPL/100mL

環境基準 6.5 ～
8.5

7.5
以上 2 以下 25

以下 1,000 以下

下久保原橋 7.4 12.5 0.5
未満

1.0
未満 46

二十里橋 7.5 12.1 0.5
未満

1.0
未満

180

池島橋 7.5 11.3 0.5
未満

1.0
未満

54,000

長江川橋 7.5 10.5 0.5
未満

1.0
未満

5,400

関川橋 7.6 11.0 0.5
未満

1.0
未満

330

新岩次橋 7.5 11.2 0.5
未満 1.0 16,000

山川橋 7.2 13.0 0.5
未満

1.0
未満

170

　

飯
野
地
区
、
上
江
地
区
、
加
久

藤
地
区
、
真
幸
地
区
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が

配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

は
、
各
自
治
会
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
自
治
会
活
動
の
情
報
提
供

や
地
域
の
実
情
の
把
握
、
集
落
の

維
持
・
活
性
化
に
必
要
な
支
援
を

行
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
で
行
う

世
代
間
交
流
事
業
や
学
習
会
、
地

域
づ
く
り
研
修
な
ど
で
は
、
行
政

と
の
連
携
を
図
り
ま
す
。

　

地
域
の
活
動
に
関
す
る
こ
と
は

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
は
、

地
域
住
民
が
気
軽
に
交
流
で
き
る

施
設
で
す
。
い
つ
で
も
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　

自
治
会
活
動
は
、
地
域
の
活
性

化
や
防
災
対
策
な
ど
地
域
の
問
題

解
決
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
、
自
治
会
活
動

に
積
極
的
に
参
加
し
て
、
地
域
を

も
り
立
て
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

自
治
会
活
動
の
運
営
を
支
援

4
地
区
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

●問い合わせ先

田中さん、岡元さん、愛甲さん、藤﨑さん（左から）

地区名 コミュニティマネージャー 電話番号
飯野地区 田中　俊廣 33-0030
上江地区 岡元　秋人 33-5799
加久藤地区 愛甲　文広 35-1755
真幸地区 藤﨑　裕之 37-3221

・夫婦のいずれか一方が民間賃貸住宅の所有者と
の間で賃貸借契約を締結していること。

・夫婦ともに市内の民間賃貸住宅の所在地に住民
登録を行い、現に居住していること。

・市税等や家賃の滞納がないこと。
・市内に住宅を所有していないこと。
・他の公的制度による家賃補助等を受けていない
こと。

・過去にこの制度に基づく助成を受けたことがな
いこと。

・暴力団員でないこと。

※実質家賃負担額（家賃から住宅手当を除いた額）
の2分の1以内
※夫婦ともに市外からの転入の場合は、上限
14,000円（月額）、夫婦いずれかが市外からの転入
の場合は、上限12,000円（月額）
※助成金は、交付を申請した月から当該年度の3
月分までを一括して交付

※交付を初めて申請した月からの期間
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4
月
2
日
、「
春
の
地
域
安
全
・

交
通
安
全
運
動
」
決
起
集
会
が
市

文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
集
会
に
は
、
39
団
体
の
約

３
５
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
決
起
集
会
は
、
犯
罪
や
交

通
事
故
の
な
い
安
心
し
て
生
活
で

き
る
え
び
の
市
を
目
指
そ
う
と
行

わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

集
会
で
は
、
新
入
学
児
童
生
徒

の
代
表
に
防
犯
ブ
ザ
ー
な
ど
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。
集
会
の
最
後
に

は
、
参
加
者
全
員
で
が
ん
ば
ろ
う

三
唱
を
行
い
、
交
通
事
故
防
止
へ

の
決
意
を
固
め
ま
し
た
。

　

3
月
28
日
と
29
日
、
白
鳥
温
泉
下
湯

な
ど
で
、「
Ｂ
Ｅ
‐
Ｐ
Ａ
Ｌ
春
ハ
イ
ク
！

in
え
び
の
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
え
び
の
市
の
自
然
の
魅
力

を
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、

市
が
、
全
国
で
ア
ウ
ト
ド
ア
誌
を
発
行

す
る
Ｂ
Ｅ
‐
Ｐ
Ａ
Ｌ
編
集
部（
小
学
館
）

交通事故のないえびの市を目指して

交通安全を呼びかける

春のしらとりを満喫
BE－PAL春ハイク！ inえびの

の
協
力
を
得
て
行
っ
た
も
の
で
す
。

　

参
加
者
36
人
は
、
ア
バ
ン
ダ
ン
ト
の

森
の
散
策
な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

岡
山
県
か
ら
参
加
の
大お

お
か
わ河
蓮れ

な奈
さ
ん

（
小
学
2
年
生
）は
、「
大
き
な
木
が
た

く
さ
ん
あ
っ
て
き
れ
い
で
し
た
。
ま
た

来
た
い
で
す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

4
月
5
日
、
え
び
の
市
民
体
育

館
で
、
平
成
27
年
度
え
び
の
市
消

防
団
入
退
団
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
今
年
度
は
、
新
た
に
33
人
が

消
防
団
に
入
団
、
33
人
が
退
団
し

ま
し
た
。

　

式
で
は
、
通
常
訓
練
や
新
入
団

員
な
ど
へ
の
辞
令
交
付
、
巡
閲
な

ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

新
入
団
員
を
代
表
し
て
、
第
1

分
団
第
10
部
に
入
部
し
た
塩
屋

摩ま

お旺
さ
ん
が
「
市
民
の
安
全
・
安

心
の
た
め
、
良
心
に
従
い
、
忠
実

に
消
防
の
職
務
を
遂
行
す
る
こ
と

を
誓
い
ま
す
」と
宣
誓
し
ま
し
た
。

平成27年度えびの市消防団入退団式

決意を新たに、27年度始動

　

3
月
25
日
、
西
諸
地
区
生
コ
ン

ク
リ
ー
ト
事
業
協
同
組
合
の
役

員
2
人
が
市
長
を
訪
問
。防
犯
ブ

ザ
ー
１
６
０
個
を
市
に
寄
贈
し
ま

し
た
。

　

こ
れ
は
、
同
組
合
が
今
春
１
年

生
に
な
る
児
童
の
防
犯
に
役
立
て

て
も
ら
お
う
と
贈
っ
た
も
の
で
す
。

　

寄
贈
に
あ
た
り
同
組
合
の
外そ

と
む
ら村

公き
み
あ
き明
さ
ん
は
、「
子
ど
も
た
ち
が
、

安
心
安
全
な
通
学
が
で
き
る
よ
う

に
、
防
犯
ブ
ザ
ー
を
活
用
し
て
く

だ
さ
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

防
犯
ブ
ザ
ー
は
、
4
月
10
日
の

入
学
式
で
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

3
月
15
日
、
飯
野
駅
前
自
治
公

民
館
と
そ
の
周
辺
で
徘
徊
模
擬
訓

練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
同
地
区
民
に
認
知
症

と
、
認
知
症
の
人
が
徘
徊
し
た
と

き
の
対
応
な
ど
を
学
ん
で
も
ら
お

う
と
、
駅
前
自
治
会
徘
徊
模
擬
訓

練
実
行
委
員
会
の
主
催
で
行
わ

れ
た
も
の
で
す
。え
び
の
市
で
は
、

初
の
試
み
で
す
。

　

訓
練
で
は
、
徘
徊
し
て
い
る
認

知
症
の
人
に
対
す
る
声
の
か
け
方

や
認
知
症
の
家
族
が
い
な
く
な
っ

た
時
の
警
察
へ
の
届
け
出
方
法
の

実
演
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

3
月
15
日
、
今
西
地
区
の
香
取
神
社

と
田
代
地
区
の
天
宮
神
社
で
打
植
祭
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
祭
は
、
香
取
神
社
の
女
神
が
、

天
宮
神
社
の
男
神
を
迎
え
に
行
く
と
い

う
神
話
を
も
と
に
、
地
区
民
が
両
神
社

を
行
き
来
し
、
神
事
な
ど
を
行
い
、
豊

防犯ブザー 160 個を贈呈

子どもの安全に役立てて
駅前自治会が徘徊模擬訓練

認知症への理解を深める

狂言などで豊作を祈願
香取・天宮神社で打植祭

作
を
祈
願
し
ま
す
。
宮
崎
県
の
無
形
民

俗
文
化
財
に
も
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

祭
で
は
、
両
地
区
民
が
分
か
れ
、
竹

を
引
っ
張
り
合
う
カ
ギ
引
き
（
作
占
）

や
農
民
役
の
2
人
に
よ
る
狂
言（
打
植
）

な
ど
が
行
わ
れ
、
集
ま
っ
た
地
区
民
約

１
２
０
人
が
豊
作
を
祈
願
し
ま
し
た
。
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情
報
を
音
声
で
届
け
る
音
訳

　
「
朗
読
を
聞
い
た
人
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
こ
と
が
、

私
た
ち
の
活
動
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
な
っ
て
い
ま
す
」

と
話
す
の
は
、
朗
読
グ
ル
ー
プ
え
び
の
朗
読
会
代
表

の
紫
雲
宣
子
さ
ん
で
す
。

　

え
び
の
朗
読
会
は
、
平
成
4
年
度
に
発
足
。
市
社

会
教
育
課
主
催
の
生
涯
学
習
セ
ミ
ナ
ー
朗
読
講
座
を

受
講
し
た
有
志
で
結
成
し
ま
し
た
。
現
在
は
、
7
人

で
活
動
し
て
い
ま
す
。「
発
足
当
時
は
、
市
内
の
児

童
を
対
象
に
図
書
館
で
、
読
み
聞
か
せ
活
動
を
行
っ

て
い
ま
し
た
。
13
年
ほ
ど
前
か
ら
は
、
市
が
発
行
す

る
広
報
紙
の
文
字
情
報
を
音
声
に
変
換
す
る
音
訳
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
」

　

広
報
紙
の
音
訳
は
、
会
員
が
当
番
制
で
行
っ
て
い

ま
す
。
当
番
に
な
っ
た
会
員
は
、
広
報
紙
を
朗
読
。

情
報
を
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
に
吹
き
込
み
ま
す
。
で
き

あ
が
っ
た
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
は
、
え
び
の
市
社
会
福

祉
協
議
会
を
通
じ
て
、
目
の
不
自
由
な
人
に
届
け
ら

れ
ま
す
。
あ
る
利
用
者
は
、「
毎
月
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。
声
で
、
誰
が
読
ん
で
い
る
の
か
わ
か
り
ま

す
」と
話
し
ま
す
。

正
確
に
伝
え
る
こ
と
の
難
し
さ

　

音
訳
で
気
を
使
う
の
が
、
ア
ク
セ
ン
ト
。
ア
ク
セ

ン
ト
ひ
と
つ
で
、
別
の
意
味
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

「
例
え
ば
、『
橋は

し

』。
ア
ク
セ
ン
ト
の
位
置
を
変
え
る

だ
け
で
、
聞
き
手
に
は『
箸は

し

』と
聞
こ
え
て
し
ま
い
ま

す
」読
む
ス
ピ
ー
ド
も
重
要
で
す
。「
読
む
ス
ピ
ー
ド

が
速
い
と
、
聞
き
手
が
、
聞
き
取
り
に
く
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
」と
紫
雲
さ
ん
は
、
音
訳
の
難
し
さ
を

話
し
ま
す
。

　

音
訳
で
使
う
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
は
、
両
面
合
わ
せ

て
60
分
で
す
。
時
間
内
に
内
容
を
正
確
に
伝
え
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。「
固
有
名
詞
で
わ
か
ら
な
い
も

の
が
あ
る
と
つ
ま
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ふ
り
が
な
を

書
く
な
ど
、読
み
間
違
え
な
い
工
夫
を
し
て
い
ま
す
」

　

録
音
す
る
前
に
は
、
念
入
り
な
準
備
が
欠
か
せ
ま

せ
ん
。「
最
低
で
も
、
3
回
は
広
報
紙
を
下
読
み
し

ま
す
。
時
間
配
分
と
内
容
の
確
認
を
し
て
い
ま
す
。

Profile

しうんのぶこ／京町地
区／69 歳／趣味：読書

朗読グループ　えびの朗読会

内
容
が
多
い
場
合
な
ど
に
は
、
重
要
な
部
分
を
抜
粋

し
て
朗
読
し
て
い
ま
す
」

　

音
訳
の
始
ま
り
で
は
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
や
童
謡
の
音

楽
や
季
節
の
描
写
を
伝
え
る
な
ど
、
そ
の
内
容
は
、

当
番
に
な
っ
た
会
員
に
よ
っ
て
違
う
そ
う
で
す
。「
少

し
で
も
、
聞
き
手
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
、
7

人
が
そ
れ
ぞ
れ
趣
向
を
凝
ら
し
た
音
訳
を
す
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
」

音
訳
の
技
術
を
高
め
た
い

　

紫
雲
さ
ん
は
、「
私
た
ち
の
朗
読
を
楽
し
み
に
し

て
く
れ
る
多
く
の
人
が
い
ま
す
。
こ
の
活
動
を
続
け

ら
れ
る
の
は
、
私
た
ち
の
朗
読
を
聞
い
て
く
れ
る
人

が
い
る
か
ら
で
す
。
ま
た
、
家
族
の
理
解
が
あ
っ
て

こ
そ
続
け
ら
れ
る
活
動
で
す
。
今
後
は
、
研
修
会
な

ど
を
行
い
、
音
訳
の
技
術
を
高
め
て
い
き
た
い
で
す
。

聞
き
手
が
、
も
っ
と
聞
き
取
り
や
す
く
、
楽
し
め
る

朗
読
を
し
て
い
き
た
い
で
す
」と
話
し
ま
す
。

　

え
び
の
朗
読
会
で
は
、
新
規
会
員
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
音
訳
に
興
味
の
あ
る
人
は
、
参
加
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
え
び
の
朗
読
会（
☎
0
9
0
‐
2
7
1
7

‐
1
8
3
1
）

カセットテープへの録音は各会員が所有する録音機で行われます

情報を声に乗せて
正確に伝えたい
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とろけるゆうすいプリン

奥：ちゃぱきゃりー 手前：ハガキで送るっ茶

　

湧
水
町
の
霧
島
山
麓
湧
水
町
観

光
協
会
で
は
、
湧
水
町
の
新
た
な

特
産
品
を
つ
く
り
、
湧
水
町
を
盛

り
上
げ
よ
う
と
、会
員
が
、新
商
品

の
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。そ

の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

■
ち
ゃ
ぱ
き
ゃ
り
ー

　

直
径
10
㎝
程
の
可
愛
ら
し
い
ケ

ー
ス
に
、
湧
水
町
産
の
上
級
煎
茶
・

霧
島
山
麓
紅
茶
・
黒
豆
玄
米
緑
茶
・

茎
茶
が
そ
れ
ぞ
れ
15
ｇ
ず
つ
入
っ

て
い
ま
す
。そ
の
日
の
気
分
に
合
わ

せ
て
、
お
好
み
の
お
茶
を
持
ち
運

び
で
き
ま
す
。

■
ハ
ガ
キ
で
送
る
っ
茶

　

そ
の
名
の
と
お
り
、ハ
ガ
キ
で
湧

水
町
産
の
緑
茶
を
一
緒
に
贈
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。ハ
ガ
キ
に
は
、メ
ッ

セ
ー
ジ
を
書
く
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、

湧
水
町
の
美
し
い
景
色
が
プ
リ
ン

ト
さ
れ
て
い
ま
す
。緑
茶
は
20
ｇ
で

す
。投
函
に
は
、
92
円
切
手
が
必
要

で
す
。

■
と
ろ
け
る
ゆ
う
す
い
プ
リ
ン

　

６
種
類
（
プ
レ
ー
ン
・
甘
さ
控
え

め
・
コ
ー
ヒ
ー
・
黒
ゴ
マ
・
湧
水
茶
・

リ
ッ
チ
）
の
味
が
楽
し
め
ま
す
。
そ

れ
ぞ
れ
の
プ
リ
ン
に
は
、
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
が
あ
り
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
可
愛

ら
し
く
彩
っ
て
い
ま
す
。

　

同
観
光
協
会
で
は
、
今
回
紹
介

し
た
商
品
の
ほ
か
に
も
、た
く
さ
ん

の
商
品
を
開
発
し
て
い
ま
す
。商
品

は
、
Ｊ
Ｒ
栗
野
駅
の
切
符
売
り
場

隣
に
あ
る
栗
太
郎
館
な
ど
で
購
入

で
き
ま
す
。

問
霧
島
山
麓
湧
水
町
観
光
協
会

☎
０
９
９
５
‐
74
‐
５
６
９
０

環霧島会議とは、霧島山を取り巻く鹿児島・宮崎
両県の５市２町で構成され、県境を越えて連携し
地域活性化を図ります。環 霧 情 報

●スパニッシュオムレツ

卵のフワフワとした食感がたまらない一品

え
び
の
自
慢
の
お
い
し
い
料
理

D
elicious cuisine of Ebino

vol.83

レシピ

【材料】（4人分）
ホウレンソウ 1束、タマネギ 1/2
個、生シイタケ 3個、ニンジン 
1/2本、ベーコン 50g、バター 
10g、卵 4個、粉チーズ 適宜、ケ
チャップ 適宜、油 適宜

【作り方】
① ホ ウ レ ン ソ ウ を 下 ゆ で す る 。
② タ マ ネ ギ 、生 シ イ タ ケ 、ニ ン ジ ン を 千 切 り に す る 。
③ ② と ベ ー コ ン を バ タ ー で 炒 め る 。
④ ① ③ と 溶 き 卵 を あ わ せ て 、粉 チ ー ズ を ふ り か け る 。
⑤ 熱 し た フ ラ イ パ ン に 油 を 入 れ 、④ を 流 し 込 む 。
⑥ 木 べ ら な ど で ゆ っ く り 混 ぜ 、固 ま り 始 め た ら ふ た
し て 、中 火 で 2 ～ 3 分 程 度 蒸 し 焼 き に す る 。
⑦ 裏 面 を 焼 く 。

今
月
紹
介
す
る
の
は
、
加

久
藤
保
育
園
の
調
理
ス

タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
が
つ
く
っ

た「
ス
パ
ニ
ッ
シ
ュ
オ
ム
レ
ツ

（
ス
ペ
イ
ン
風
オ
ム
レ
ツ
）」

で
す
。

　

ス
パ
ニ
ッ
シ
ュ
オ
ム
レ
ツ

は
、普
通
の
オ
ム
レ
ツ
と
は
違

い
、平
ら
に
丸
く
焼
い
た
オ
ム

レ
ツ
の
こ
と
で
す
。厚
み
が
あ

り
、卵
の
フ
ワ
フ
ワ
と
し
た
食

感
が
た
ま
ら
な
い
一
品
で
す
。

　

で
き
た
て
は
も
ち
ろ
ん
、冷

ま
し
て
か
ら
で
も
お
い
し
く

い
た
だ
け
ま
す
。お
好
み
の
具

材
を
加
え
る
と
、自
分
だ
け
の

ス
パ
ニ
ッ
シ
ュ
オ
ム
レ
ツ
が

で
き
ま
す
。

　

料
理
の
ポ
イ
ン
ト
は
、弱
火

で
焼
く
こ
と
で
す
。そ
う
す
る

こ
と
で
、ふ
ん
わ
り
と
し
た
仕

上
が
り
に
な
り
ま
す
。

【紹介者】加久藤保育園調理スタッフの皆さん

● 日時＝5月17日（日）午前8時30分～午前11時
●�場所＝高原町中央商店街
●�内容＝商店街に30台～ 40台の軽トラが並びます。
　月によって内容が変わる無料のふるまいや体験コーナ
　ーなどが行われます。
�たかはるよりどり交流市運営協議会
☎42-1839

● 日時＝４月18日～ 5月17日�午前9時～午後5時
●�場所＝花の駅生駒高原
●�内容＝広さ8ヘクタールの丘に、色鮮やかなポピーが
一面に咲きわたる様子は圧巻です。入園料は、高校生
以上520円、中学生300円、小学生以下は無料です。
�花の駅生駒高原

　☎27-1919

たかはるよりどり交流市 生駒高原ポピーまつり

高原町 小林市
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介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
は
、
介
護
認
定

（
要
支
援
１
，
２
、
要
介
護
１
～
５
）

の
区
分
に
応
じ
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画

に
基
づ
い
て
、
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。サ
ー
ビ
ス
に
は
、大
き
く
分
け
て「
在

宅
サ
ー
ビ
ス
」
と
「
施
設
サ
ー
ビ
ス
」
が

あ
り
ま
す
。

【
在
宅
サ
ー
ビ
ス
】
自
宅
等
で
生
活
を
し

な
が
ら
施
設
な
ど
を
利
用
で
き
る
サ
ー

ビ
ス
で
す
。

　

施
設
で
受
け
る
サ
ー
ビ
ス
は
、
通
所

介
護
、
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
短

　

だ
れ
も
が
年
を
取
る
に
し
た
が
い
、

体
が
弱
っ
て
介
護
が
必
要
に
な
る
と

思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。適
切
な
筋
力
体

操
を
行
う
こ
と
で
、
90
歳
を
超
え
て
か

ら
で
も
体
力
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

市
で
は
、
元
気
で
い
き
い
き
と
し
た

生
活
を
送
れ
る
体
づ
く
り
の
た
め
に

「
百
歳
体
操
（
筋
力
体
操
）」
を
勧
め
て

い
ま
す
。
平
成
26
年
度
に
は
、
８
つ
の

自
治
会
な
ど
で
百
歳
体
操
が
取
り
入
れ

ら
れ
て
い
ま
す
。今
後
も
百
歳
体
操
の

期
入
所
生
活
介
護
な
ど
で
す
。

　

自
宅
で
受
け
る
サ
ー
ビ
ス
は
、
訪
問

介
護
、
訪
問
看
護
、
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
、
訪
問
入
浴
介
護
、
居
宅
療
養

管
理
指
導
な
ど
で
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
在
宅
で
の
暮
ら
し
を
支

え
る
福
祉
用
具
（
車
椅
子
・
ベ
ッ
ド
・
歩

行
器
な
ど
）
の
貸
与
や
住
宅
改
修
（
手

す
り
の
取
付
や
段
差
の
解
消
な
ど
の
改

修
）
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

【
施
設
サ
ー
ビ
ス
】
施
設
に
入
所
す
る
介

護
保
険
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　

施
設
は
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、

老
人
保
健
施
設
、
介
護
療
養
型
医
療
施

設
が
あ
り
ま
す
。

○
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
35
‐
１
１
１
１
（
内
線
２
５
４
）

○
東
部
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
33
‐
２
３
７
７
（
さ
く
ら
苑
内
）

○
南
部
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
25
‐
３
２
２
２
（
ほ
う
よ
う
内
）

○
中
部
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
35
‐
０
０
６
６
（
ふ
れ
あ
い
館
内
）

○
西
部
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
37
‐
３
０
８
５（
え
び
の
涼
風
園
内
）

　
　
　

文
：
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

③
④
は
、
階
段
の
昇
り
降
り
、
浴
槽
の

出
入
り
、
ト
イ
レ
で
の
立
ち
し
ゃ
が
み
、

床
か
ら
の
立
ち
上
が
り
等
の
動
作
が
楽

に
な
り
ま
す
。
⑤
は
、
バ
ラ
ン
ス
を
保

つ
力
が
増
え
、
転
倒
し
に
く
く
な
り
ま

す
。

　

こ
れ
ま
で
に
参
加
し
た
人
か
ら
は
、

「
つ
ま
づ
か
な
く
な
っ
た
」「
椅
子
か
ら

の
立
ち
上
が
り
が
楽
に
な
っ
た
」
な
ど
、

効
果
を
実
感
し
た
声
が
届
い
て
い
ま
す
。

興
味
の
あ
る
人
は
、
市
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
（
☎
35
‐
１
１
１
１
内
線

2
5
4
）
に
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　

 　

文
：
萩
原
保
健
師

住み慣れた場所で安心して暮らすために

あんしんねっと いきいき! 健康
H e a l t h y  L i f eA r e a  c o m p r e h e n s i v e  s u p p o r t

百
歳
体
操
で
元
気
な
体
づ
く
り

2
種
類
の
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

輪
を
自
治
会
な
ど
に
広
げ
て
い
く
予
定

で
す
。

　

百
歳
体
操
は
、
ビ
デ
オ
を
見
な
が
ら

行
い
ま
す
。
体
操
に
は
、
５
種
類
の
動

作
が
あ
り
ま
す
。①
腕
を
前
に
あ
げ
る

運
動
、
②
腕
を
横
に
あ
げ
る
運
動
、
③

椅
子
か
ら
の
立
ち
上
が
り
の
運
動
、
④

膝
を
伸
ば
す
運
動
、
⑤
足
の
横
上
げ
運

動
で
す
。
体
操
は
、
お
も
り
を
使
っ
て

負
荷
を
か
け
て
行
い
ま
す
。

　

①
②
は
、
物
を
持
ち
上
げ
た
り
起
き

上
が
り
な
ど
の
動
作
が
楽
に
な
り
ま
す
。

正しく使おう！携帯電話

火入れには十分な注意を

春になり、各地で火入れ（野焼きなど）をする姿
をよく目にします。

　「火災または紛らわしい煙を発生させる恐れのある
行為」等は消防署に届け出が必要です。また、市内
の森林または森林の周囲 1㎞内にある土地での火入
れは、えびの市に 10 日前までに申請してください。
　火入れを行う際は、風向き、風の強さ、空気の乾
燥などに十分注意してください。水バケツや消火器
などを準備し、終わるまでその場所を離れないよう
にしましょう。火入れから火災に発展する事例が、
全国でも多く発生しています。火入れは、消し終わ
るまで責任をもって行いましょう。

携 帯 電 話 は 、非 常 に 便 利 な 道 具 で す 。し か し 、
使 い 方 を 誤 る と 日 常 生 活 に 支 障 が 出 た り 、

友 人 関 係 の ト ラ ブ ル や 犯 罪 に 巻 き 込 ま れ た り す
る 危 険 性 も あ り ま す 。4 月 に 入 り 、入 学 や 進 学 な
ど で 、新 し く 携 帯 電 話 を 購 入 す る 学 生 が 増 え る
こ と が 予 想 さ れ ま す 。
　 新 し く 携 帯 電 話 を 購 入 す る 学 生 な ど は 、以
下 の 点 に 注 意 し て 、安 全 に 携 帯 電 話 を 利 用 し ま
し ょ う 。
　「 フ ィ ル タ リ ン グ を す る 」「 知 ら な い 人 と メ ー
ル の や り 取 り を し な い 」「 個 人 を 特 定 さ れ る 情
報 を 書 き 込 ま な い 」な ど の ル ー ル を 決 め て 、携
帯 電 話 を 正 し く 使 用 し ま し ょ う 。

3月の活動状況
［えびの消防署管内］

火 災 0件 年 計 3件
救 急 78件� 年 計 251件

110 だより

119 だより

えびの警察署 ☎ 33 ‒0110

えびの消防署 ☎ 33 ‒6119

3月の交通事故発生状況
人 身 7件 本年累計 29件
物 件 34件� 本年累計 85件

援
】
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
、
介
護
・
看
護
・

保
育
分
野
の
就
職
支
援
の
強
化
、
保
育

士
専
門
の
再
就
職
支
援
の
強
化
な
ど

【
ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
就
職
支
援
】
ひ

と
り
親
家
庭
の
事
情
に
配
慮
し
て
仕
事

を
紹
介
、
働
い
て
自
立
し
た
い
人
を
支

援
な
ど

【
経
験
を
生
か
し
た
地
域
貢
献
等
の
支

援
】
女
性
の
視
点
を
生
か
し
た
地
域
お

こ
し
活
動
の
場
の
拡
充
な
ど

【
女
性
の
ア
イ
デ
ィ
ア
で
地
元
を
元
気

づ
け
る
起
業
支
援
】
ウ
ェ
ブ
上
で
、
事

業
経
営
に
役
立
つ
情
報
を
提
供
な
ど

文
：
市
民
協
働
課

男女共同参画
G e n d e r  E q u a l i t y  

女
性
の
就
職
や
起
業
を
応
援

　

家
庭
で
、
家
事
や
子
育
て
、
家
族
の

介
護
な
ど
を
し
て
い
る
女
性
の
中
に
は
、

も
う
少
し
地
域
や
社
会
で
活
動
し
て
み

た
い
と
思
っ
て
い
る
人
も
い
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

国
は
、
こ
れ
か
ら
就
職
や
地
域
貢

献
、
起
業
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
た
い

と
思
っ
て
い
る
女
性
を
応
援
す
る
た
め

の「
女
性
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
応
援
プ
ラ
ン
」

を
ま
と
め
ま
し
た
。

　

こ
の
プ
ラ
ン
は
、
女
性
の
皆
さ
ん
の

希
望
に
あ
っ
た
身
近
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を

実
現
で
き
る
よ
う
に
応
援
し
、
す
べ
て

の
女
性
が
輝
く
社
会
を
い
っ
そ
う
確
か

な
も
の
に
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

○
具
体
的
な
プ
ラ
ン
内
容

【
家
事
や
子
育
て
と
両
立
可
能
な
就
職
・

再
就
職
支
援
】
子
育
て
を
し
な
が
ら
就

職
を
希
望
す
る
人
へ
の
支
援
拠
点
の
拡

大
、
託
児
付
き
再
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

の
充
実
な
ど

【
専
門
資
格
等
を
生
か
し
た
再
就
職
支
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野
も
山
も
若
葉
萌
え
出
で
人
々
は

希
望
を
胸
に
生
々
と
あ
り京

町
　
小
野
ス
ミ

春
の
野
に
か
す
み
た
な
び
き
鶯
が
鳴
き
、
照
る

春
日
の
中
に
ひ
ば
り
の
さ
え
ず
り
が
聞
え
る
清

明
の
季
節
で
あ
る
。人
そ
れ
ぞ
れ
に
、
弾
む
よ

う
な
こ
の
季
節
を
作
者
も
心
し
て
味
わ
っ
て
お

ら
れ
る
の
が
よ
く
表
れ
た
素
直
な
詠
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　���（
評
：
竹
下
妙
子
）

短
歌捨

て
ら
れ
ぬ
め
ん
こ
ビ
ー
玉
昭
和
の
日

中
島
　
川
原
伊
津
子

七
十
年
前
の
小
学
生
だ
っ
た
頃
、
め
ん
こ
・
ビ
ー

玉
・
お
は
じ
き
が
遊
び
の
主
流
で
し
た
。野
球

ボ
ー
ル
等
夢
の
ま
た
夢
ど
こ
を
探
し
て
も
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。昭
和
も
遠
く
な
り
に
け
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
自
註
）

俳
句詩

生意気な態度や無視を繰
り返す反抗期の娘。その

娘に仕返しをするべく母親が
選んだ武器は、なんと、お弁
当でした。
　娘の高校入学から卒業まで
の3年間、「仕返し弁当」を作り
続けたシングルマザーとそれ
を食べ続けた女子高生親子の
エッセイ集です。
　自分が、子どもに愛を持っ
て向き合えているかを考えさ
せてくれる一冊です。

今日も嫌がらせ弁当

ttkk（kaori）／著
（三才ブックス）

私たちの周りには、さま
ざまな玉があります。

　この本は、宇宙の天体から
生物、造形物、芸術や生活に
役立つものまで、玉の形に注
目した図鑑です。宮崎県にあ
る玉も紹介されています。そ
れはいったいなんでしょうか。
ワクワクしながらページをめ
くってみましょう。
　玉という形が持っている意
味やおもしろさ、不思議さを
教えてくれる一冊です。

玉の図鑑

森戸 祐幸／監修
（学校教育出版）

◎5月のスケジュール

えびの市民図書館
☎35-0242  http://www.e-tosho.com/ebino/index.html

おすすめの一冊

■開館時間■　火曜日～土曜日／午前9時～午後7時　日曜日・祝日／午前9時～午後5時 
■休 館 日■　毎週月曜日（祝日法に定める休日と重なった場合はその翌日）　

［最近入ったおすすめ本］
○「名画の暗号」　 西岡文彦 著　KADOKAWA
○「桑港特急」　山本一力 著　文藝春秋
○「イスラム国の正体」　国枝昌樹 著　朝日新聞出版
○「おもてなし入門」　一条真也 著　有楽出版社
○「勝ち抜く力」　白鵬 翔 著　悟空出版

（短歌）竹下妙子さん☎ 37 ｰ 3056　（俳句）松山良文さん☎33 ｰ 4904　（詩）ポエム同好会（石井高子さん）☎ 33 ｰ 0010まで

心の一首一句 あなたもつくってみませんか。

◎イベント

一日図書館員体験
●日時＝5月10日（日）午後1時30分～午後3時
●対象＝小学4 ～ 6年生
●定員＝5人（先着順）

図書館たんけん
●日時＝5月3日（日）午後1時30分～午後2時30分
●対象＝小学1 ～ 6年生
●定員＝15人（先着順）
●内容＝図書館のいつもは行けないところを探検します。

春
が
来
た

町
　
石
井
高
子

ほ
ら
分
か
る
で
し
ょ
春
が
す
ぐ
そ
こ
に
来
て
る

こ
と

暖
か
い
日
差
し
や
そ
よ
吹
く
風
が

ほ
ら
目
を
閉
じ
て
じ
～
っ
と
耳
を
澄
ま
せ
ば

ほ
ら
ほ
ら
ほ
ら
空
ゆ
く
雲
の
囁
き
が

草
木
の
芽
吹
く
勢
い
が
鳥
や
虫
や
動
物
た
ち
の

命
を
つ
な
ぐ
喜
び
が

ま
る
で
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の

演
奏
み
た
い
心
に
響
い
て
ワ
ク
ワ
ク
さ
せ
る

そ
れ
が
春
な
の
春
な
の
よ
ね
春
っ
て
大
好
き

菜
の
花
レ
ン
ギ
ョ
ウ
蓮
華
草

目
を
転
じ
れ
ば
桜
の
花
が
咲
き
誇
る

そ
れ
が
春
な
の
春
な
の
よ
ね

春
が
来
た
春
が
来
た

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
こ
れ
ま
で
の
広
報
紙
の
記

事
を
一
部
抜
粋
、
修
正
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す

え
び
の
営
林
署
植
樹
祭

　

3
月
17
日
、
白
鳥
地
区
の
国
有
林
内
で
、「
え
び

の
営
林
署
植
樹
祭
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

植
樹
祭
に
は
、
上
江
小
学
校
の
児
童
と
そ
の
保
護

者
約
70
人
が
参
加
。
ケ
ヤ
キ
５
０
０
本
と
イ
チ
イ
ガ

シ
５
０
０
本
を
植
樹
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
平
成
2
年
4
月
号
掲
載
）

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
パ
レ
ー
ド

　

4
月
6
日
、
飯
野
地
区
で
、
交
通
安
全
運
動
パ

レ
ー
ド
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
パ
レ
ー
ド
は
、
交
通

安
全
協
会
前
を
出
発
。
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
「
交
通
安

全
心
に
ゆ
と
り
と
思
い
や
り
」の
横
断
幕
を
掲
げ
、

交
通
事
故
防
止
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
平
成
2
年
4
月
号
掲
載
）

お
は
な
し
と
パ
ン
ト
マ
イ
ム

　

3
月
17
日
、市
文
化
セ
ン
タ
ー
で
「
お
は
な

し
と
パ
ン
ト
マ
イ
ム
」公
演
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
公
演
で
は
、童
話
の
朗
読
に
合
わ
せ
た
パ

ン
ト
マ
イ
ム
な
ど
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

来
場
し
た
観
客
約
２
０
０
人
は
、ユ
ー
モ
ラ

ス
な
公
演
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
（
平
成
2
年
4
月
号
掲
載
）

１
９
９
０

月間行事 春の図書館まつり（4月18日～ 5月12日）
1 金 移動図書館車巡回⑤ 14：05 ～ 15：15
2 土 おはなし会 10：30 ～ 11：30
3 日 図書館たんけん 13：30 ～ 14：30
7 木 休館日
9 土 おはなし会 10：30 ～ 11：30

10 日 一日図書館員体験 13：30 ～ 15：00
11 月 休館日
13 水 移動図書館車巡回① 14：05 ～ 15：15
14 木 ブックスタート（1歳児に絵本配布）
15 金 移動図書館車巡回② 15：30 ～ 16：30
16 土 おはなし会 10：30 ～ 11：30

土曜シネマ 13：30 ～　　　
18 月 休館日
20 水 移動図書館車巡回③ 13：20 ～ 15：15
21 木 移動図書館車巡回④ 15：30 ～ 15：55
22 金 喫茶ふら～っと 9：45 ～ 11：00

パンの販売（菜の花堂） 10：00 ～ 11：00
野菜・手芸品等の販売 10：00 ～ 11：00
移動図書館車巡回⑤ 14：05 ～ 15：15

23 土 おはなし会 10：30 ～ 11：30
25 月 休館日
27 水 休館日（館内整理日）

移動図書館車巡回① 14：05 ～ 15：15
29 金 移動図書館車巡回② 15：30 ～ 16：30

※おはなし会：乳幼児10：30 ～ 11：00、4歳以上11：00 ～ 11：30
※移動図書館車巡回：①「飯野駅前地区体育館→飯野出張所」②「自
衛隊官舎→麓橋団地」③「岡元小学校→市立病院→さくら苑」④「老
人福祉センター」⑤「飯野地区コミュニティセンター→警察署官舎」
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新 年 度 が 始まり、新しい環 境で広 報 紙 づくりがスター
トしました 。これ ま で 以 上 に 読 み や す い 広 報 紙 づ

くりを心がけていきます。（ 平 松 ）

４ 月の人 事 異 動 で、市 福 祉 事 務 所 に 異 動 となりまし
た 。取 材 を 通じ て い ろ い ろ な 人 に 話 を 聞くこと が

で き、とても 楽しい５年 間 でした 。ありがとうご ざ いまし
た 。（ 川 野）

人　口 19,707人（ -152人）

男性／ 9,185人（ -93人）　女性／ 10,522人（－59人）

転入／ 122人　転出／ 247人
出生／ 9人　死亡／ 36人

世帯数 8,766世帯（ -39世帯）
（平成27年4月1日現在）

E
d
ito

r's

◎ 今月の 表 紙
　 3 月28 、2 9 日、白 鳥 温 泉 下 湯 な
ど で、「 B E - PA L 春 ハ イ ク！i n え び
の」が 行わ れました 。
　 昼 食 で は、えび の 産 の 食 材 をフ
ランス パ ン に は さん だ「 えび の サ
ンド」が 振る舞 わ れました 。

4月から市社会教育課が
市役所本庁4階に移転しました

　4月から市社会教育課が、市役所本庁4階に移転しました。
　市文化センター内施設等を利用する場合は、引き続き、
市文化センター事務室で利用申請手続きを行ってください。
　市内の全体育施設等を利用する場合は、加久藤地区体
育館、飯野駅前地区体育館、真幸地区体育館の3か所で利
用申請手続きを行ってください。
※市内の全体育施設等は、加久藤地区体育館、上江地区
体育館、飯野駅前地区体育館、真幸地区体育館、えびの市
民体育館、王子原運動公園、王子原野球場、神社原運動
公園、永山運動公園、永山河川敷運動公園、えびの市弓道
場誠心館、えびの市相撲場、えびの市水辺の楽校です。
※市社会教育課での施設等の利用申請はできません。
問市社会教育課市民体育係
☎35-1111（内線481）

軽自動車税は納期限内に

　軽自動車税は、毎年4月1日現在で、宮崎運輸支局に登録
してある軽自動車や126㏄以上のバイク、市町村に登録して
あるバイク（ 125㏄以下）や小型特殊自動車を持っている人
に課税されます。軽自動車等の所有者は、6月1日（月）まで
に軽自動車税を納めましょう。
　市役所または金融機関、各コンビニエンスストアでも軽
自動車税を納めることができます。詳しくは、納税通知書
をご覧ください。もし、5月中旬までに納税通知書が届かな
いときは、市税務課まで問い合わせください。
　なお、障がい者のために使用する自動車で、一定の要件
に該当する場合は、6月1日（月）までに申請すれば、軽自動
車税の一定額が減免されます。

問市税務課市民税係
☎35-1111（内線213・216）

音訳ボランティア養成講座
受講生募集

　宮崎県立視覚障害者センターでは、小林、えびの、高
原地区で、音訳ボランティア養成講座を行います。この
講座は、視覚障害者が豊かな生活を送れるように、広報
紙や議会だより、本などを分かりやすく読み上げるため
の講座です。

【講習期間】平成27年5月～平成28年3月（第2・4土曜日）
【時間】午後1時30分～午後3時30分
【講師】堀之内悦子、水間節子
【内容】パソコンでの録音技術、本の読み方 など
【受講料】無料 ※テキスト料必要
【場所】小林市社会福祉協議会（小林市立図書館横）
【申込方法】以下に電話で申し込む
申・問小林市社会福祉協議会
☎23-3466

平成27年6月から
登記相談が予約制になります

　平成27年6月から、宮崎地方法務局小林出張所での、
登記申請手続きの説明などの相談が予約制になります。

【予約制開始日】6月1日（月）
【相談日】月・水・金曜（祝日年末年始を除く）
【相談時間】20分以内
【予約方法】電話または窓口で申し込む
【予約先】宮崎地方法務局小林出張所（☎23-3211）
問宮崎地方法務局総務課
☎0985-22-5124

農地の借り手になりませんか
農地の借受希望者を募集

　農地中間管理機構では、高齢農家等から農地を借り受
けて、その農地を集積・集約化して意欲的な農家に貸し出
す取り組みを行っています。今年度の農地借受希望者の募
集を行います。
　機構から農地を借り受けたい人は、機構が行う借受希望
者の募集に応募し、登録される必要があります。応募しな
いと、機構から農地を借り受けることはできません。

【募集期間】5月1日（金）～ 5月31日（日）
【募集区域】市内全域または市内の区域
【募集対象者】①「人・農地プラン」に掲載の地域の中心経

営体 ②認定農業者 ③認定就農者 ④集落営農法人 ⑤農業
生産法人⑥その他規模拡大を希望する農業者 など

【応募方法】借受希望申込書を市畜産農政課担い手対策係
に提出してください。
※借受希望申込書は、宮崎県農業振興公社ホームページ

（ http://www.mnk.or.jp/ ）でダウンロードできます。市畜
産農政課担い手対策係にも置いてあります。

【応募時の確認事項】①借受希望の農用地等の所在地域、
種別、面積、農用地の条件 ②作付けをしようとする作物の
種別 ③借り受けを希望する期間 ④借り受けを希望する理
由（規模の拡大、経営農地の集約化、新規参入など） ⑤現
在の農業経営状況（作目ごとの栽培面積など）

【借受希望者の公表】借受希望者として登録された人は、
宮崎県農業振興公社ホームページで公表されます。

【公表の内容】①氏名または名称 ②借り受けを希望した地
区内の農業者、地区外の農業者、新規参入者の別 ③借り
受けを希望する農用地等の種類、面積 ④借り受けた農用
地等に作付けしようとする作物の種別
※機構に農地を貸したい人は、市畜産農政課担い手対策

係で随時、受け付けています。
申・問市畜産農政課担い手対策係
☎35-1111（内線233・234）

「はつらつサポーター」養成講座
受講生募集

　介護予防について正しい理解と知識を身につけ、市が行
う介護予防事業実施のサポート役となるボランティアの養
成講座です。自らも体操やレクリエーションをしながら楽し
く参加できます。

【開催日と内容】

実施日 内容

5月11日（月）
［開講式］オリエンテーション、自己紹介
［講話］筋肉を鍛える意義と百歳体操について
［実技］筋力アップの体操

5月18日（月） ［講話］口腔機能を向上させましょう
［実技］筋力アップの体操

5月25日（月） ［講話］認知機能の低下を予防しましょう
［実技］筋力アップの体操

6月1日（月） ［講話］食べることを大切にしましょう
［実技］筋力アップの体操

6月8日（月） ［交流］サポーターの活動報告を聞こう
［実技］筋力アップの体操

6月15日（月） ［講話］ボランティア活動とは
［実技］筋力アップの体操［閉講式］

※全6講座中、4講座以上受講すると「はつらつサポーター」
として認定されます。

【開催時間】午後1時30分～午後3時30分（全6講座）
【場所】社会福祉協議会2階 研修室
【参加料】無料
【対象者】市内在住で、介護保険の認定を受けていない人
【定員】30人（先着）
【申込方法】以下に電話で申し込む
【申込期限】5月7日（木）
申・問市介護保険課地域包括支援センター
☎35-1111（内線254）

今月の納税

固定資産税 第1期
介護保険料 第1期
4月30日（木）までに納めましょう。

【お詫びと訂正】広報えびの 3 月号のお知らせ「利用ください。国の教育ローン」で、
小林税務署にお尋ねくださいと表記していました。おわびして、訂正します。
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写真：キリシマミズキ（撮影：平成26年4月14日）

キリシマミズキは、明るく繊細な花をたわわに咲かせ、
まるで、森のシャンデリアのようです。

キリシマミズキ
Corylopsis glabrescens

マンサク科トザミズキ属


